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方言　



福島市を楽しもう！
～福島県福島市　　　　　　　　　方言



　　







※この台本は、台詞を自分の地域の方言に直してアフレコを行う場合の台本を作成するための様式です。
それぞれの台詞を記入してからお使いください。


[bookmark: _GoBack]文化庁　被災地における方言の活性化支援事業　　『福島編（　アフレコ　版）　』



























■オープニング映像 (えいぞう)		
「福島県 (ふくしまけん)福島市 (ふくしまし)」のクレジット
３・２・１・スタートのカウントダウン　　　　

■こむこむを背景 (はいけい)に、
おねえさん＆ぽっこちゃん。





ぽっこちゃんの頭 (あたま)の上には
「落 (お)ち込 (こ)み」感情 (かんじょう)を示 (しめ)す　マーク＆
「ガーン」と文字 (もじ)が表示 (ひょうじ)される。
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ぽっこちゃん


おねえさん








ぽっこちゃん	

おねえさん
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と、かわいく懇願 (こんがん)。




プラネタリウム前 (まえ)。














黒画面 (くろがめん)に「ＺＺＺ…」の文字 (もじ)。
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ぽっこちゃん

おねえさん
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おねえさん
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おねえさん





ぽっこちゃん
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おねえさん






ポッコちゃん



おねえさん


ポッコちゃん




おねえさん






■信夫山 (しのぶやま)。福島市 (ふくしまし)全景 (ぜんけい)を背景 (はいけい)に、
おねえさん＆ぽっこちゃん。おねえさん、
桃 (もも)を手 (て)に笑顔 (えがお)で、




一方 (いっぽう)のぽっこちゃんは息 (いき)を切 (き)らせて、








おねえさん、桃 (もも)を口元 (くちもと)に、
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おねえさん


ぽっこちゃん



おねえさん


ぽっこちゃん


おねえさん


ぽっこちゃん





おねえさん



と、桃 (もも)を一口頬張 (ほおば)る。



















■あぶくま親水 (しんすい)公園 (こうえん)を背景 (はいけい)に、
おねえさん＆ぽっこちゃん。
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と、足下 (あしもと)に置 (お)いておいたバッグを
持 (も)ち上 (あ)げ、肩 (かた)にかける。
ぽっこちゃんは水辺 (みずべ)を見 (み)ながら、





ぽっこちゃん、お姉 (ねえ)さんを見 (み)て、






ぽっこちゃん、笑 (わら)って、
 
ぽっこちゃん


おねえさん







ぽっこちゃん

おねえさん





ぽっこちゃん


おねえさん
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おねえさん、機嫌 (きげん)を直 (なお)して、


２人 (り)で笑 (わら)い合 (あ)って。





■福島駅 (ふくしまえき)を背景 (はいけい)に、
おねえさん＆ぽっこちゃん。






ぽっこちゃん

おねえさん

ぽっこちゃん



おねえさん
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おねえさん




おねえさん


ぽっこちゃん

おねえさん
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